
令和２年 11 月 24 日 

新潟県福祉保健部健康対策課 

 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う市町村がん検診への影響と対策 

 

１．県内市町村の実施状況（新型コロナウイルス感染症拡大前：平成 30年度結果） 

平成 30 年度の受診者数（平成 31 年３月末現在）は、５がん検診合計 693,745 名であり、発

見がん数は合計 1,506 です。市町村のがん検診では毎年度およそ 1,500 人のがんが発見されて

います。（参考：発見がん数 H29 年度 1,508、H28 年度 1,513） 

表１ 平成 30年度市町村のがん検診実施状況 

  
受診者数 

発見がん数 

（%） 

要精検者数 

（%） 

精検受診者数 

（%） 

胃がん検診 

(胃部 X線及び胃内視鏡） 
138,847 

512 9,069 8,145 

（0.37%） (6.5%) (89.8%) 

子宮頸がん検診 69,566 
21 1,518 1,269 

(0.03%) (2.2%) (83.6%) 

肺がん検診 

＊1：胸部 X線 

＊2：喀痰細胞診 

213,342 

（うち喀痰採取者

数：4,637） 

105 

(0.05%) 

5,992*1 5,450*1 

（2.8%） （91.0%） 

19*2 15*2 

（0.41％） （78.9％） 

乳がん検診 65,787 
214 4,237 4,028 

(0.33%) (6.4%) (95.1%) 

大腸がん検診 206,203 
654 12,816 10,204 

(0.32%) (6.2%) (79.6%) 

出典：平成 30 年度がん検診結果報告（県調査） 

  検診方式としては、検診車による巡回検診などとして知られる「集団検診（検診日時、検診

場所を設定し集団で行う検診方式）」の割合が高く、胃がん（胃部エックス線検査）検診は新潟

市を除く 29 市町村で、肺がん検診は全ての市町村で集団検診のみで実施されています。 

 

出典：平成 30 年度地域保健・健康増進事業報告（国調査） 
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２．令和２年度がん検診の受診者数（見込み）と課題 

緊急事態宣言中（４月～５月）は、国事務連絡を基に特に集団検診を中止又は延期した市町

村が多く、６月から順次がん検診が再開されましたが、令和２年度の受診者数は前年度に比

べ、約２割減少することが見込まれました（令和２年９月時点）。市町村の報告によれば、住

民が集団検診を避ける傾向にあることや予約制の導入や受診人数の制限により、特に集団検診

の受診者数が低下していることが推察されます。 

今年度の受診者数が低下することで、単純計算で少なくとも約 300 人のがんの発見が遅れる

ことが推測され、次年度以降の検診では進行がんとなって発見される割合が増加することが危

惧されます。 

表２ R1-R2 年度検診の受診者数（見込み） 

 受診者数 ＜参考＞ 

 令和元年度 

※１ 

令和２年度 

※２ 

受診者数の増減 

（R2-R1） 

比率 

（R2/R1） 

胃がん検診 122,058 87,402 ▲34,656 71.6％ 

子宮頸がん検診 69,212 53,677 ▲15,535 77.6％ 

肺がん検診 210,563 167,907 ▲42,656 79.7％ 

乳がん検診 66,246 51,484 ▲14,942 77.5％ 

大腸がん検診 207,523 159,389 ▲48,134 76.8％ 

※１：令和元年度がん検診等結果報告作成資料を基に算出 

※２：令和２年９月市町村への受診者数見込み調査による 

 

３．検診受診控えの対策 

  新潟県ではがん検診の受診控えの対策として、新聞やテレビなどのメディアや県ホームペー

ジを活用した啓発を行っています。早期発見・早期受診の必要性とともに、特に集団検診会場

では感染拡大予防ガイドラインに基づき、しっかりと感染症対策が講じられていることを周知

しています。11 月からは市町村や事業所等を通じた県民へのリーフレットの配布（別添参考

資料）や JR 駅構内のサイネージ広告による県内全域での広報を実施しており、令和２年度中

には受診勧奨動画による啓発を予定しています。 

 

新潟県のホームページ画面 
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健（検）診会場では換気や消毒など、感染防止対策に努めています。

定期的に健診・検診を受けましょう
早期発見のために
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その一人にならないために、さぁ検診へ。
早期発見なら

新潟県では、今年度の 健（検）診受診者数が約2割減少※

 することが見込まれ、

それにより 約   　　人のがん発見が遅れる 可能性があるといわれています。
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◎早期発見と進行後発見との生存率の比較
参考 ： がんの統計’19 全国がんセンター協議会加盟施設に
　　　おける５年生存率（2009～2011年診断症例）
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0250-43-3911
0254-92-5762
0256-34-5443
0256-77-8182
0256-52-0080（代表）

0256-57-6112
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025-212-8162

市 町 村 担 当 課 ・ 係 電 話 番 号

■ お住まいの市町村のがん検診問い合わせ先

がんは身近な病気です。定期的に健診・検診を受けましょう！


